
 

 

 

 

 

子ど も の権利の普及啓発の充実策に関する 提言 

【 1 】 現状の課題 
私たち北区子ども の権利委員会は、 北区で令和６ 年４ 月に施行さ れた北区子ども の権利と 幸せに関

する 条例を、 多く の人にも っと 知っても ら いたいと 考えていま す。  

し かし 、 活動や話し 合いを重ねる 中で、 次のよ う な課題がある と 感じ ま し た。  

① 多く の子ども が「 子ども の権利」 について知ら ない。  

② 学校の内外で「 子ども の権利」 を学ぶ機会が限ら れている 。  

③ 保護者や地域の大人への周知が十分ではない。  

④ 情報発信手段（ 動画制作、 北区ニュ ース など） の活用に課題がある 。  

【 2 】 私たちの提案 

私たちが北区で子ども の権利をも っと 広く 知っても ら う ために考えた具体的な方法を提案し ま す。  

１  子ども から 大人まで幅広い世代を対象と し た取り 組み 

① 北区ニュ ース ・ 動画・ ハンド ブッ ク などの多様な発信手段を活用し 、 子ども の権利を PR し

てく ださ い。  

② 区民ま つり での出店など、 地域・ 区全体への広がり につながる 取組をし てく ださ い。  

２  子ども が主体と なった取り 組み 

① 中学生から 小学生に対する 出前授業など、 「 子ども から 子ども へ」 伝える 場をつく ってく だ

さ い。  

② 学校の生徒会朝礼や授業などで子ども が主体的に学ぶ機会をつく ってく ださ い。   

 

１  子ど も から 大人ま で幅広い世代を 対象と し た取り 組み 

① 多様な発信手段を活用する 。  

北区ニュ ース は、 子ども たちも 目にする 媒体と し てと ても 有効です。 北区ニュ ース の記事の内容が

学校で話題になる こ と も あり ま す。 そこ で、 北区ニュ ース を積極的に活用し て、 子ども や保護者、 お

じ いちゃん・ おばあちゃんの目に届く よ う にし ます。  

１ １ の子ども の大切な権利をま と めた動画を制作し 発信し ま す。 ショ ート 動画は子ども に人気があ

り ま すが、 「 き たコ ン」 では視聴環境を整える 必要があり ま す。 ま た、 区の You Tu be だけでなく 外

部ク リ エイ タ ーや他の S NS も 活用し て発信を広げま す。  

家庭に持ち帰る こ と ができ る 条例ハンド ブッ ク を全児童・ 生徒に配布し ま す。 家庭に持ち帰って、

読んでも ら う こ と で保護者にも 知っても ら い、 親子で話すき っかけをつく り ま す。  

② 地域・ 区全体へ広げていく 。  

区民ま つり などのイ ベント でブース を出展し て体験や展示を通じ た発信を行いま す。 こ う し た場

で、 制作し た「 ショ ート 動画」 を配信する と 更に効果的です。 花火会などでアナウ ンス する のも よ い

と 思いま す。 こ う し た取組によ り 、 区全体の広域的な啓発につなげま す。  

２  子ど も が主体と なった取り 組み 

①「 子ども から 子ども へ」 伝える 場をつく る 。  

中学生や高校生が、 小学生に向けて「 出前授業」 やワ ーク ショ ッ プを行いま す。 生徒会や「 子ども

委員」 が講師と なり 、 自分の経験やエピソ ード を交えて話すこ と で、 よ り 身近に感じ ても ら えま す。

身近な存在から 学ぶこ と で、 親近感が生ま れ、 自分のこ と と し て考えやすく なり ま す。 講師を外部か

ら 呼ぶよ り も 費用がかから ず、 続けやすい方法です。  

② 学校で学ぶ機会をつく る 。  

子ど も の権利を学校の授業（ 道徳など） で継続的に学べる 環境が大切です。 生徒会朝礼や学校行事

を使い、 子ども 自身が他の生徒に向けた紹介を行いま す。 こ う し た取り 組みを通じ て、 学校生活の中

で、 自然に子ども の権利を考える 時間を組み込んで、 理解を深めていき ま す。  

【 3 】 想定さ れる 費用 

- 出前講座やワ ーク ショ ッ プの会場費 

- 動画制作費用、 配布用冊子の印刷製本費 

- イ ベント 出展のための備品費用 など 

資料２  



事業名 権利委員会で出た意見・ 質問
前回の委員会で

委員や所管課から 出た意見
所管課から のフィ ード バッ ク

わく わく ☆ひろば 一人でほっと でき る と か、 一人でゆっく り と

いう 言葉が出てき ている 。 こ の「 わく わく ☆

ひろば」 を見たこ と がないので、 本当にゆっ

く り でき る のか?

本当にふら っと 来た子たちがゆっく り 過ごせ

る 環境と いう のを整える 必要がある と いう こ

と は全体で考えている 。 その辺り は意識して

取り 組んでいる 。

わく わく ☆ひろばは、 友達と 体を動かして遊

びたい児童、 一人で静かに過ごし たい児童な

ど、 様々な児童に利用さ れていま す。

ゆっく り 過ごし たい児童にも 落ち着ける 居場

所を提供でき る よ う 環境作り に努めてま いり

ま す。

わく わく ☆ひろば わく わく ☆ひろばの中で、 子ども の意見を大

切にしている こ と を強く 感じ ている 。 三つの

視点を提示していただいている ので、 意見表

明・ 参加の視点を見ても 、 子ども の意見をす

ごく 尊重さ れて、 すごいなと 改めて思う 。

あり がと う ございま す。 引き 続き 取り 組みが

広がる よ う に努めていき ま す。

わく わく ☆ひろば 小学５ 年生、 高学年になってく る と 利用率

が、 がく っと 下がる 。 ３ 年生ま では、 学童が

ある ので、 大体は保護者の方が働いている 場

合はそちら に入る が、 ４ 年になってく る と 、

一応は特例がある が、 どう しても 限ら れた空

間の中で、 自由にでき る 範囲がやっぱり 見て

いる と 少ない。 ど う しても 決ま り がある し 、

校庭で遊ぶ、 体育館で遊ぶと いう こ と も 、 勝

手に行く わけにはいかないので、 ５ 年生、 ６

年生になってく る と 外で遊んでいる 。

わく わく ☆ひろばは、 専用の教室の外、 校庭

や体育館も 活用して実施していま すが、 低学

年の児童も 含めた全学年の児童が利用し ま す

ので、 一定のルールは必要になり ま す。

高学年の児童にと っても 魅力的なわく わく ☆

ひろばと なる よ う 引き 続き 意見を取り 入れて

いき ま す。

子ども ・ 子育て支援総合計画の令和６ 年度実績の評価・ 検証に対してのフィ ード バッ ク
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事業名 権利委員会で出た意見・ 質問
前回の委員会で

委員や所管課から 出た意見
所管課から のフィ ード バッ ク

子ども ・ 子育て支援総合計画の令和６ 年度実績の評価・ 検証に対してのフィ ード バッ ク

中高生タ イム 中高生タ イムがあって、 帰ら なき ゃいけない

のがすごい心惜し かった。 中高生のやってい

る ド ッ ジボールはすごい激し く て、 そこ に小

学生がいる のは危険と いう 意図がある のは分

かっている が、 学校のわく わく ☆ひろばにあ

ま り 適応でき なかった子ども が、 ほかにも い

ら れる 選択肢があればいいと 思う 。

小学生以下の子ども たちについては、 概ね日

没時に夕焼けチャ イムによ り 帰宅を奨励して

いる 状況も ある こ と から 、 引き 続き どのよ う

な運用がよ いか検討していき ま す。

中高生タ イム う ちの近く の児童館も 中高生タ イムと 一応銘

打ってある んですけど 、 時間を見る と ３ ０ 分

ある かないか。 それはどう かなと 思う んです

けど、 ただ、 やっぱり 児童館の規模でかなり

違ってく る ので、 それはし よ う がないのかな

と 思って見ている 。

８ 時ま でやったほう がいいんじ ゃないかに関

しては、 今の結論と しては、 ユーザーさ んが

７ 時でも 少ない状況である 。 ８ 時ま で伸ばし

て、 じ ゃあどれだけの人が喜ぶんだろう か

等、 整えよ う と 思っている 。

中高生タ イムの実施時間については、 利用者

の中心である 中学生が帰宅する 時間等も 考慮

する と 、 開館時間を延ばすこ と には慎重な判

断も 必要だと 考えていま す。

児童館の利用対象である 乳幼児親子や18歳未

満の子ども にと って、 よ り 魅力ある 児童館と

なる よ う 、 引き 続き 取り 組んでま いり ま す。

アオハルフェ ス の周

知方法

２ の広報・ 周知の視点で、 アオハルフェ ス な

ど事業のポス タ ーや新作情報をチェ ッ ク でき

る サイ ト がある か。 自分も 行ってみたかった

が、 どこ でチェ ッ ク でき る のか。

ホームページ掲載、 区内のま なびポケッ ト も

使わせても ら っている 。 各ホームページや、

口コ ミ 発信と か、 そう いう 形で、 中高生専用

のホームページには必ず、 毎月いろんなイ ベ

ント を更新している 状況。

区のホームページやま なびポケッ ト を通じ た

配信、 中高生同士の口コ ミ 等によ り 周知を

行っていま す。 ま た、 区のホームページには

中高生専用のページを用意し 、 イ ベント 情報

等を配信していま す。

引き 続き 、 中高生に情報が届き やすい周知方

法について検討してま いり ま す。
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事業名 権利委員会で出た意見・ 質問
前回の委員会で

委員や所管課から 出た意見
所管課から のフィ ード バッ ク

子ども ・ 子育て支援総合計画の令和６ 年度実績の評価・ 検証に対してのフィ ード バッ ク

児童館の配置 ティ ーンズセンタ ーに関する こ と で、 マッ プ

を見ても ら う と 離れ過ぎていて、 真ん中のほ

う や赤羽と か、 人が集ま っている と こ ろにも

う ちょ っと 欲し い。

十条のほう と か、 真ん中がすごい空いている

ので、 その辺につく ってほし い。

児童館にティ ーンズセンタ ー機能を備える 場

合、 開館時間を延長 する 必要がある こ と が課

題になり ま す。 ま た、 ティ ーンズセンタ ーで

はない児童館でも 中高生の利用はでき る の

で、 中高生の利用状況をみながら 研究してい

き ま す。

児童館の配置 人が集ま る 場所に新し い場所をつく る んじ ゃ

なく て、 一定期間だけイ ベント の場所をつく

る と いう こ と があれば、 さ ら に広める こ と が

でき る のではないか。

児童館ま つり 等、 地域の方と 連携して行う イ

ベント には多く の区民の方に来場いただいて

いま す。 引き 続き 多く の人に楽し んでも ら え

る よ う なイ ベント の開催等を検討していき ま

す。

忙し い子ども につい

て

本当に子ども たちが忙し く て、 追われる よ う

な生活を毎日している 。 だから 一人でいる 場

所、 ゆっく り でき る 場所、 結局ゆっく り でき

る 時間が欲し いのかなと 思った。 そう いう 時

間をつく り 出してあげる と いう のを、 私たち

の仕事と してこ れから 考えていってあげる 必

要がある のかなと 思っている 。 場所はたっぷ

り ある のだけど、 そこ に行く 時間がないと い

う のが、 も し かする と 大き な原因なのかなと

思っている 。

わく わく ☆ひろばは、 自由に利用でき る 居場

所ですので、 放課後の時間をゆっく り 過ごし

たい児童にも 落ち着いた環境で過ごせる よ う

環境作り に努めてま いり ま す。
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事業名 権利委員会で出た意見・ 質問
前回の委員会で

委員や所管課から 出た意見
所管課から のフィ ード バッ ク

子ども ・ 子育て支援総合計画の令和６ 年度実績の評価・ 検証に対してのフィ ード バッ ク

児童館の開館時間と

ジェ イ ト エル

19時閉館は結構早いと 思っていた。 ティ ーン

ズセンタ ーと いう と こ ろ自体がそう いう 機能

ではないのかも し れないが、 例えば区の真ん

中の十条のと こ ろにジェ イ ト エルと いう 施設

が新し く でき たが、 確か22時閉館だった。

ジェ イ ト エル以外でも 、 図書館等、 どこ かそ

う いう 遅めのと こ ろがある と 、 も し かし たら

誰かの居場所になったり する のかと 思う 。

19時ま でが遅いのか早いのか分から ないが、

中高生タイ ムは十分に利用さ れていたかなと

いう 印象がある 。

高校生に関しては、 そも そも みんな、 それぞ

れの高校で日中は活動して、 帰って地元で毎

日遊んでいる かと 言われる と 、 そんな時間は

あま り ないよ う なイメ ージである 。 それぞれ

部活をやったり 、 その学校付近で友達と 遊ん

で帰ってく る と いう イメ ージなので、 中高生

タ イムは、 そも そも 利用者が中学生メ イ ンに

なる と 思う 。

安心でき る 居場所と は必ずし も 児童館だけで

ある 必要はないと 思っていま す。 ジェ イ ト エ

ルや図書館など、 子ども たちにと って過ごし

やすい場所と なる にはどう し たら よ いか、 利

用者の意見を聞き 、 研究してま いり ま す。

ティ ーンズセンタ ー

への移行

全ての児童館をこ の先、 子ども センタ ーと 、

子ども ・ ティ ーンズセンタ ーへ移行する と い

う こ と だが、 どちら か一方にする のか、 も し

く は両方なのか。

全てをどちら かにする と いう わけではなく 、

今、 中高生タ イムを実施している 館について

はティ ーンズセンタ ーに移行する こ と を予定

している 。 それ以外の児童館については子ど

も センタ ーに移行する 予定と なっている 。 た

だ、 ど ちら のセンタ ーに移行する 場合でも 、

ティ ーンズセンタ ーだから と いって小さ い子

が来ら れないわけではなく 、 子ども センタ ー

でも ティ ーンズ向けの事業も やっていま すの

で、 ど ちら のセンタ ーになったと しても １ ８

歳未満の子は自由に使える 施設と なってい

る 。

全ての児童館が子ども センタ ー又は子ども ・

ティ ーンズセンタ ーに移行し ま す。

具体的には、 今現在、 中高生を対象に開館時

間を延長 する 「 中高生タ イム」 を実施してい

る 館が子ども ・ ティ ーンズセンタ ーに移行

し 、 それ以外の館は子ども センタ ーに移行す

る こ と と なり ま す。

ティ ーンズセンタ ーは、 乳幼児向けだけでは

なく 、 中高生に向けた取り 組みも 実施してい

き ま すが、 ど ちら の施設であっても 18歳未満

の子ども が自由に利用でき る 施設と なってい

ま す。
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あり おーそ 教育相談センタ ーで「 あり おーそ」 を見学さ

せていただいた。 こ れも ３ 館し かでき ないと

いう のは、 児童館の規模によ る のか。 部屋が

取れない、 ス ペース が取れないなど 。

見学さ せても ら ったのが赤羽児童館で、 多分

４ 畳半ぐ ら いだった。 何をしちゃいけないと

か、 そう いう のは多分ないと は思う が、 た

だ、 がら んと し たス ペース の中に中学生と 小

学校の子がいても 、 会話はない。 そこ が居場

所と いえば居場所で、 それはそれでいいのか

なと は思った。

あり おーそは、 安心して過ごすこ と ができ

る 、 居場所に特化し た運営を主と していま

す。 一人一人の状態や興味関心に応じ て、 対

話や体験的な活動も 取り 入れ、 無理のない形

で社会と のつながり を保つ支援の実施にも 取

り 組んでいき ま す。

バーチャ ル・ ルーム 気になったのがバーチャ ル・ ルーム。 全然知

ら なかった。 斬新で、 ちょ っと やってみたい

なと 話していたと こ ろ。 利用者がどれく ら い

いる のか。 定員がある と 書いてある んが、 定

員があって入れない人がいる のか、 どんな感

じ になっている のかを知り たい。

ご本人と 保護者の方が参加し たいと いう こ と

で、 学校さ んを通じ てアカウ ント を配付して

いる 事業。 こ の事業が広がればいいなと 教育

委員会の中で考えていろんな可能性は探って

いき たいなと 思っていま す。

東京都でも アカウ ント を相当数要求しても

ら っている 。 アカウ ント 数が足り ないから 、

あなたは駄目と 、 こ ちら も 言いたく ないなと

思っている ので、 ご希望には対応でき る よ う

にしていま す。

東京都の事業に北区が参加し 、 その対象は不

登校児童・ 生徒のみが対象です。

ご本人と 保護者の方が参加を希望し 、 学校を

通じ てアカウ ント を配付していま す。

仮想空間を活用して、 こ れま で自宅外で社会

と 接する 機会を得る こ と が難し かった児童・

生徒に他人と 関わる 機会を作れたら と 考えて

おり 、 いろんな可能性は探っていき たいと

思っていま す。
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事業名 権利委員会で出た意見・ 質問
前回の委員会で

委員や所管課から 出た意見
所管課から のフィ ード バッ ク

子ども ・ 子育て支援総合計画の令和６ 年度実績の評価・ 検証に対してのフィ ード バッ ク

別室登校 ちょ っと 学校に行き づら いなと いう こ と で、

別室登校で学校に来る と いう ス テッ プを踏

む。 家に籠る と か、 家から ちょ っと でも 一歩

と いう のを、 少しずつ踏み出していって、 別

室から 、 今は教室にも ちょ っと 来ら れる よ う

になったり と いう こ と があって、 本当にいい

取組だと 思っている 。

も う 少し 、 今の小学校の３ 校だけでなく 、 全

校で拡大し たら 、 いつでも 来れる のではない

か。

小学校への展開については課題と してと ら え

ており 、 空き 教室の状況、 学校改築・ リ ノ

ベーショ ンの状況をみながら 継続的に考えて

いき ま す。

不登校対策 不登校対策のと こ ろで、 ス ク ールソ ーシャ ル

ワ ーカーにしても ス ク ールカウ ンセラ ーにし

ても 、 使っている 子ども の声を聞いてほし

い、 その上で評価をしてほし い。 今は空欄に

なっている と こ ろなので、 それをぜひやって

ほし い。

あと 、 やっぱり 私はそれじ ゃ不十分だと 思っ

ていて、 使わない人、 不登校でこ れをなぜ使

わないのかと いう と こ ろも ぜひ作って、 よ り

よ く してほし いなと 思う 。

各種相談における 内容が多様化する 中、 ス

ク ールカウ ンセラ ーと ス ク ールソ ーシャ ル

ワ ーカーが連携をし ながら 様々な課題に対応

でき る よ う 整備や啓発を進め、 引き 続き 利用

者と なる 子ども たちの声を大切に聞いてま い

り ま す。
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事業名 権利委員会で出た意見・ 質問
前回の委員会で

委員や所管課から 出た意見
所管課から のフィ ード バッ ク

子ども ・ 子育て支援総合計画の令和６ 年度実績の評価・ 検証に対してのフィ ード バッ ク

学校の取組全体 ま だいろんな事業が始ま ったばかり で、 こ れ

から 改善していっても ら いたいと こ ろが多々

ある 。 でき れば、 公立の多様性の学校をつ

く っていただき たいなと いう のが最終的には

ある 。

現在、 不登校特例校（ 学びの多様化学校） の

設置等について、 設置の予定はないが、 多様

なニーズを踏ま え、 実施に伴う 課題、 先進的

な取組等の調査研究をしてま いり ま す。
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